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第
一
中
学
校
は
、新
制
中
学
校
と
し
て
、

昭
和
22
年
５
月
に
開
校
し
ま
し
た
。
開
校

時
の
校
名
は
「
三
鷹
町
立
三
鷹
中
学
校
」

で
し
た
。
一
中
は
、
当
時
、
三
鷹
で
唯
一

の
新
制
中
学
校
で
し
た
の
で
、
一
学
年
の

生
徒
数
が
800
人
に
お
よ
ぶ
、
全
国
で
も

有
数
の
マ
ン
モ
ス
校
で
し
た
。
創
立
56
年

目
を
迎
え
、
卒
業
生
総
数
は
、
２
万
有
余

人
を
数
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
生
徒
数
は
634
人
、
20
学
級
。

教
職
員
数
は
74
人
で
す
。

一
中
は
、
人
見
街
道
に
沿
い
、
市
役
所

等
公
共
施
設
が
集
ま
る
市
の
中
心
部
に
立

地
し
て
い
ま
す
。
校
門
を
入
る
と
、
夜
間

照
明
付
き
の
400
∫
ト
ラ
ッ
ク
も
描
け
る

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
直
線
で
135
∫
の
長

大
な
５
階
建
て
校
舎
、
２
階
建
て
の
重
層

体
育
館
が
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
U

の
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
と
と
も
に
ど
っ
し
り
と
来
校
者
を
出

迎
え
て
く
れ
ま
す
。

一
歩
、
校
舎
に
入
る
と
、「
教
学
相
長
」

の
扁
額
が
建
学
の
精
神
・
理
念
を
示
し
伝

統
校
と
し
て
の
校
風
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
の
優
勝
カ
ッ
プ
や
ト
ロ

フ
ィ
U

、
賞
状
・
感
謝
状
の
多
さ
に
伝
統

の
重
み
と
生
徒
た
ち
の
日
常
活
動
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
部
活
動
を
一
つ
取
り
上
げ
て

も
一
中
は
、
都
内
で
屈
指
の
優
秀
な
部
が

揃
っ
た
中
学
校
の
一
つ
で
す
。

四
小
・
六
小
・
南
浦
小
三
地
区
青
少
対

と
の
共
催
に
よ
る
「
標
語
募
集
」「
意
見

発
表
会
」「
巣
立
ち
の
会
（
講

演
会
）
」
は
、
本
校
生
徒
に

対
す
る
地
域
と
と
も
に
行

う
健
全
育
成
事
業

の
要
で
あ
り
、
特
色
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
知
的
障
害
学
級
（
ふ
じ
み
学
級
）

と
通
常
学
級
の
交
流
教
育
は
、
教
科
や
学

校
行
事
、
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
お
よ
び
ま
す
。
生
徒
達
は
、
相
互

に
励
ま
し
合
い
、
支
え
合
う
態
度
が
自
然

に
身
に
付
き
ま
す
。
将
来
の
バ
リ
ア
フ
リ

U

社
会
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
充
分
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

三
鷹
で
最
初
に
学
校
図
書
館
を
整
備
し

た
の
も
一
中
で
す
。
今
は
、
高
速
・
大
容

量
の
通
信
回
線
を
使
用
し
た
文
部
科
学
省

事
業
の
「
次
世
代
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
未
来

型
教
育
研
究
開
発
事
業
（
通
称
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
３
）」
研
究
指
定
校
（
平
成
15
年

度
ま
で
）
と
し
て
三
鷹
の
Ｉ
Ｔ
教
育
の
最

先
端
を
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

一
中
は
学
校
教
育
目
標
に
「
た
く
ま
し

く
現
代
に
生
き
、
進
ん
で
未
来
社
会
を
創

造
す
る
心
身
と
も
に
健
康
な
人
を
育
成
す

る
」
と
掲
げ
、
時
代
に
即
し
た
多
岐
に
わ

た
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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三鷹の地名を三羽の鷹で
表わしています。鷹はそれ
ぞれ別の方向をむいていて、
八方を睥睨（へいげい）す
る勢いを表しています。将
来、広く世界を舞台として
活躍する生徒の意気に即応
するものとなっています。
図案は当時の在校生末永

顕二氏。

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、
左
記
の
よ
う

な
内
容
で
相
談
員
に
よ
る
生
涯
学
習
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
学
び
た
い
講
座
や
活
動
を
実
施
し
て
い

る
施
設
お
よ
び
サ
U

ク
ル
等

●
各
種
資
格
の
取
得
、
学
習
方
法

●
学
習
す
る
場
所
、
個
人
・
団
体
等
で
見

学
す
る
場
所

●
講
座
・
講
演
会
の
講
師
、
サ
U

ク
ル
指

導
員
等
の
紹
介

ま
た
、
友
人
、
ご
家
族
が
楽
し
め
る
場

所
（
美
術
館
・
博
物
館
・
資
料
館
・
庭
園

等
）
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
電
話
ま
た
は
直
接
、
会
館
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

平
成
13
年
度
に
策
定
し
た
第
３
次
三
鷹

市
基
本
計
画
に
は
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
第

一
小
学
校
に
つ
い
て
、
平
成
16
年
度
か
ら

18
年
度
に
か
け
て
ス
U

パ
U

リ
ニ
ュ
U

ア

ル
（
総
合
的
な
大
規
模
改
修
工
事
）
を
実

施
し
、
新
し
い
小
学
校
と
し
て
再
生
す
る

計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
U

パ
U

リ
ニ
ュ
U

ア
ル
は
、
fl

耐
震
補
強
工
事
お
よ
び
地
域
防
災
の
拠
点

化
、
‡
魅
力
的
な
教
育
環
境
の
創
造
、
·

緑
と
水
の
公
園
都
市
と
し
て
の
拠
点
化
な

ど
「
学
校
公
園
」
化
の
推
進
を
中
心
と
し

な
が
ら
、
地
域
市
民
や
学
校
関
係
者
と
と

も
に
協
働
の
計
画
づ
く
り
で
進
め
ま
す
。
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写
真
は
、
井
の
頭
二
丁
目
一
帯
に
展
開

す
る
丸
山
Ａ
遺
跡
か
ら
、
平
成
14
年
４
月

の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
遺
跡
は
、
市
内
で
も

数
少
な
い
縄
文
後
期
を

主
と
す
る
神
田
川
よ
り

一
段
高
い
台
地
上
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今

か
ら
３
千
年
ほ
ど
前
、

縄
文
時
代
後
期
中
頃
に

製
作
さ
れ
た
土
製
品

で
、
人
の
形
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
土
偶
（
ど

ぐ
う
）
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。

火
を
焼
い
た
痕
跡
が

残
る
遺
構
の
上
に
、
仰

向
け
の
状
態
で
上
半
身

の
み
が
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
高
さ
９
∏
、
幅

７
∏
で
、
厚
さ
４
∏
ほ

ど
の
も
の
で
す
。

つ
り
上
が
っ
た
眉
と
高
い
鼻
と
は
一
体

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
特
徴
を
も
ち
、
ま
た

背
面
に
は
縄
文
後
期
の
土
器
に
多
く
採
用

さ
れ
て
い
る
沈
線
文
様
が
み
ら
れ
ま
す
。

側
面
に
は
橋
状
の
耳
が
つ
き
、
そ
の
上

に
は
耳
飾
り
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
円
形
の

瘤
状
突
起
が
一
対
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
に
代
表
さ
れ
る
土
偶
は
、
地

域
や
時
期
に
よ
っ
て
形
や
デ
ザ
イ
ン
は
多

彩
で
す
。
本
例
の
よ
う
に
乳
房
を
描
出
し

た
り
、
妊
娠
を
思
わ
せ
る
表
現
な
ど
女
性

特
有
な
プ
ロ
ポ
U

シ
ョ
ン
を
形
づ
く
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
生
殖
、

豊
穣
、
繁
栄
に
関

わ
る
「
女
神
像
」

の
説
、
ま
た
体

の
ど
こ
か
一
部

を
欠
損
し
て
出

土
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
疾

病
、
障
害
の
身
代
わ
り
説
、
ま
た
性
を
超

越
し
た
精
霊
の
仮
の
姿
と
解
釈
す
る
な
ど

諸
説
が
あ
り
ま
す
。
展
示
室
で
は
市
内
で

出
土
し
て
い
る
土
偶
も
合
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

∞
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鷹
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●
開
設
時
間
　
毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
（
昼
休
み
を
除
く
）、
毎
週
月

曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
、
同
館
で
。
相
談

時
間
は
１
人
20
分
程
度
。
当
日
、
直
接
会

場
へ
（
電
話
な
ど
で
の
相
談
不
可
）。

∞
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５
２
１

社
会
教
育
会
館
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん

が
身
に
付
け
た
特
技
、資
格
、知
識
、経
験

を
地
域
で
生
か
し
て
い
た
だ
こ
う
と
「
三

鷹
市
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
運
営

し
、人
材
情
報
の
登
録
、発
信
、紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。
教
育
・
芸
術
・
市
民
生
活

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
人
材

の
登
録
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

講
演
会
、
学
習
活
動
等
の
講
師
や
指
導
者

を
探
す
際
に
活
用
で
き
る
「
生
涯
学
習
人

材
リ
ス
ト
」
は
社
会
教
育
会
館
お
よ
び
図

書
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な

お
、
リ
ス
ト
は
、
ご
家
庭
か
ら
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
生
涯
学
習
情
報
シ
ス

テ
ム
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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ス
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ル

基
本
計
画
の
策
定

学
び
た
い
こ
と
、探
し
ま
す

〜
生
涯
学
習
相
談
窓
口
開
設
中
〜

初
心
者
対
象
¿
パ
ソ
コ
ン

何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

豊
か
な
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

〜
人
材
の
登
録
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜

三鷹市の文化財（３）丸山Ａ遺跡出土の土偶

縄文時代解明の鍵を握る土偶

校章の由来
（昭和22年10月制定）

社
会
教
育
会
館
か
ら

去
る
６
月
市
議
会
定
例
会
で
、
市
が

提
案
し
た
「
三
鷹
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
市
立
幼

稚
園
（
３
園
）
の
廃
止
が
決
定
し
ま
し

た
。

【
廃
園
に
関
し
て
の
決
定
事
項
】

（
１
）
大
沢
台
幼
稚
園
を
平
成
16
年
度

末
、ち
ど
り
幼
稚
園
を
平
成
17
年
度
末
、

こ
じ
か
幼
稚
園
を
平
成
18
年
度
末
に
そ

れ
ぞ
れ
廃
止
す
る
。

（
２
）
平
成
14
年
10
月
の
募
集
以
降
、

入
園
希
望
者
が
少
な
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
入
園
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
廃
止
予
定
年
度
ま
で
は
園
を

運
営
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）
廃
園
後
の
施
設
活
用
に
つ
い
て

は
、
保
育
園
を
中
心
と
し
て
、
幅
広
い

子
育
て
支
援
施
設
の
活
用
を
視
野
に
い

れ
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
廃
園
に
至
る
背
景
】

昭
和
30
〜
40
年
代
に
か
け
て
の
人
口

急
増
の
時
代
に
、
私
立
の
補
完
と
し
て

設
置
し
た
も
の
で
す
が
、
少
子
高
齢
化

の
時
代
を
迎
え
、
私
立
で
も
欠
員
が
生

じ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
公
立
の
役

割
は
終
了
し
ま
し
た
。

一
方
、
女
性
の
社
会
進
出
も
急
激
に

進
み
、
保
育
所
の
入
所
待
機
児
の
解
消

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
時
代

の
ニ
U

ズ
に
合
っ
た
、
新
た
な
子
育
て

支
援
の
た
め
の
施
策
の
展
開
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
廃
園
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
】

平
成
13
年
11
月
に
確
定
し
た
第
３
次

三
鷹
市
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
14

年
４
月
の
教
育
委
員
会
で
「
三
鷹
市
立

幼
稚
園
廃
止
方
針
」を
決
定
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
こ
の
廃
止
方
針
の
条

例
化
を
市
長
に
申
し
出
、
市
長
は
６
月

の
市
議
会
定
例
会
に
廃
園
に
関
す
る
条

例
（
三
鷹
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）を
提
案
し
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
こ
の
条
例
を
文
教
委

員
会
に
付
託
し
、
３
日
間
に
わ
た
り
慎

重
に
審
議
さ
れ
た
の
ち
、
６
月
28
日
の

市
議
会
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で

す
。

【
跡
地
活
用
に
つ
い
て
】

保
育
所
の
待
機
児
解
消
を
念
頭
に
お

き
、
幅
広
い
子
育
て
支
援
施
設
へ
の
活

用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
今
後
庁
内
専
門
チ
U

ム
の
検
討
を
基
に
、
今
秋
を
め
ど
に
第

３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
で
示
し
た
、
教

育
委
員
会
関
係
者
、
学
校
・
幼
稚
園
関

係
者
、
保
育
園
関
係
者
や
市
民
等
で
構

成
す
る
「
教
育
・
子
育
て
の
ま
ち
三
鷹

を
考
え
る
懇
談
会
（
仮
称
）」
や
、
市

民
、
市
議
会
の
意
見
な
ど
を
聴
き
な
が

ら
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

【
今
後
の
募
集
に
つ
い
て
】

今
年
10
月
に
実
施
す
る
次
年
度
の
４

歳
児
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
実
施
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
各
園

の
廃
止
年
度
の
前
年
の
募
集（
４
歳
児
）

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
廃

園
年
度
に
は
、
５
歳
児
の
み
の
在
園
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
左
の
ス
ケ
ジ
ュ
U

ル
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
在
園
中
の
保
育
に

関
し
て
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
き
め
細

か
い
保
育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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９月の開設日および主な内容

１日(日)

２日(月)

８日(日)

９日(月)

22日(日)

29日(日)

30日(月)

ワードの使い方など何でも相談

パソコン何でも相談

パソコン何でも相談

パソコン何でも相談

一太郎スマイルの使い方など何でも相談

Ｅメール、インターネットなど何でも相談

エクセルの使い方など何でも相談

市立幼稚園廃止スケジュール

H14・10
園児募集

H15・４
入園

H17・３・31
卒園・廃止

H15・10
園児募集

H16・４
入園

H18・３・31
卒園・廃止

H16・10
園児募集

H17・４
入園

H19・３・31
卒園・廃止

【大沢台幼稚園】

【ちどり幼稚園】

【こじか幼稚園】

２年保育

２年保育

２年保育


